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１． 本論文の主旨 
ブロードバンドは、国の成長を促進するための重要な手段として認識され、いまや経済発
展や国民生活の利便性の向上に欠くことのできない社会基盤となっている。そのため、通
信市場の自由化後も多くの国々において、国や国際的な支援を通じてネットワークを整備
し、より高速なブロードバンドサービスをより低料金で提供する努力が続けられている。 
しかし実際には、ネットワークの整備が直接的に需要を満たすことに結びつくとは限らな
い。ネットワークの整備が進められているにもかかわらず、品質や料金の問題等により、十
全な形で需要を満たしてはいないという実態がある。本研究の対象であるタイはその典型で
あり、固定網の中心的な技術であるデジタル加入者回線(Digital Subscriber Line, DSL)のカ
バー率は 50 パーセント（2015 年時点）に達するにも関わらず、加入率は 10 パーセントにも
満たない。利用が進まない主な理由は、モバイルインターネットが安価で提供されているこ
と、およびDSLには局舎からの距離に応じて通信速度が低下するという特性があり、所期の
通信速度が得られないことにある。しかし、固定網は安定的な通信を提供し、また通信容量
の上限も存在しない。 
そこで、タイ政府は、より高速な光ファイバーネットワーク（Fiber-To-The-Home, FTTH）の
普及を推進している。光ファイバーネットワークは、また、より高速なモバイルブロードバンド
提供のためのバックボーンとしても重要である。今後、ネットワークを必要とする高度なサー
ビスやアプリケーションへの需要が高まった時に、十分な通信容量を確保することは、国の
発展にとって不可欠といえる。特に、ネットワークを通じて様々なサービスやコンテンツが提
供される Over-The-Top (OTT) はすでに利用が始まっており、また物の通信と呼ばれ、セン
サー等を通じて物同士が通信を行う Internet-of-Things (IoT)に対する人びとの通信に対す
る潜在的ニーズは高いと予想されるが、いまだ確認はなされていない。 
本論文は、このようなタイのインターネット通信事情を背景に、OTTおよび IoT という 2つ
の新しい技術トレンドに直面する利用者が、モバイルインターネットというより簡便で普及し
たサービスの存在を前提に、光ファイバーネットワークに対してどのような利用意向を示し、
さらに利用意向に影響を与える要因は何かを解明することを目的としている。すなわち、「ネ
ットワークを活用した新しい技術トレンドが FTTH の利用意向にどのような影響を与えるか」
を研究課題として設定し、モバイルインターネットの利用者が直面している容量や速度制限
を考慮に入れ、高速で安定的な光ファイバーネットワークに対する利用意向を、２つの計量
モデルを用いて統計的に検証した。 
こうした分析における最大の困難はデータの収集であり、すでに利用され需要が高まっ
ている OTTサービスに比べ、これまで経験したことのない新しいサービスである IoTについ
ては、それがどのようなサービスであるかについて理解を得たうえで、回答を得る必要があ
る。本研究で実施した調査では、新しいサービスに対する理解を確認するプロセスを経たう
えでデータを収集している。対象はバンコクとその周辺のインターネットユーザに限定されて
おり、データの無作為性は確保されないものの、タイでは新しい技術トレンドに最も敏感な
人びとを対象としているといえる。離散型選択確率モデルを適用した一連の分析を通じて、
それぞれの技術トレンドに対する結果を定量的に導き、タイにおけるブロードバンド利用者
の光ファイバーネットワークに対する利用意向と支払意思、およびそれらに対する影響要因
を明らかにした。分析の主要な結果は以下の２点にまとめることができる。 
１） OTT サービスとしてのビデオ配信サービスは、利用者の FTTH 利用意向を高め、ま
た、モバイルインターネット利用上の制約も、FTTH 利用傾向を強める。他方で、
FTTH利用に伴う所得への負担は、利用者の支払意思に対し、負の影響を与える。 
２） 次世代の超高速モバイルインターネットとの併存という環境において、IoT の利用は
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モバイルと FTTHの双方の利用に正の影響を与え、両者が補完的な役割を果たすこ
とによって IoTの利用が促進される。 
 
２． 本論文の構成と概要 
第 1 章「序論 Introduction」は、本論文の問題意識を述べ、背景と目的、研究対象の検討、
ならびに分析に用いられている諸概念を定義し整理している。 
第 2章「タイの情報通信市場 Telecommunication Market in Thailand」では、本論文におい
て分析の対象とした事例について、その背景と重要性を説明している。まず、タイにおけるブ
ロードバンド政策について述べ、ブロードバンド利用の現状やブロードバンドサービスに対す
る利用の現状と変化を解説している。さらに、ブロードバンド市場の発展や利用の促進、IoT 
やビッグデータ等への期待について、ブロードバンド先進国である日本を参考に論じている。 
第 3章「理論的背景と文献サーベイ Theoretical Background and Literature Review」では、
論文で対象とする新しい技術を利用者が受け入れる要因や普及のプロセスについて、理論
的な背景を解説している。特に、離散選択分析に必要なランダム効用理論や消費者行動理
論について詳述している。 次に、ブロードバンドの普及、OTT や IoT などの新しい情報通信
サービスについて、既存の文献や研究をサーベイし、本研究の学術上の位置づけと対象の
重要性を明確にしている。 
第 4章「分析手法 Methodology」では、分析の枠組み、データの収集方法の詳細、および
データ分析に用いられた離散型選択確率モデル等について解説を加えている。 
第 5 章「OTT メディアストリーミングサービスの影響 The Impact of Over-the-Top Media 
Streaming Services」では、タイにおいてモバイルインターネットが基本的なインターネットアク
セス手段であるとの前提に立ち、OTT 型のビデオ配信サービスおよび利用者の属性やイン
ターネット接続に関するトラブル等の経験が FTTH に対する選択意向や支払意思に対しどの
ような影響を及ぼすかを分析した。インタビュー調査によって収集したデータを対象に、利用
意向の有無と同時に利用意向がある場合にその支払意思額を特定できる double-hurdleモデ
ルと呼ばれる手法を適用して分析を行った。その結果、OTT ビデオ配信サービスの利用やト
ラブルの経験は、FTTHの利用に正に貢献するものの、FTTHに対する支払意思額は利用者
の支払能力によってかなり制約されることが示された。 
第 6章「IoTのインパクト The Impact of the Internet-of-Things」では、今後社会や生活のさ
まざまな場面で利用されると考えられる IoTへの認知がFTTHの利用意向にどのような影響を
もたらすかを明らかにしている。モバイルと固定インターネットが完全な代替関係にはなく、用
途に応じて使い分けている現状から、本分析では、利用者はその用途に応じて、固定とモバ
イルインターネットのいずれかあるいは両方を選択しうるという枠組を設定し、選択に影響を与
える要因とともに両技術の選択確率を推定した。バンコクおよびその周辺地域を対象に行っ
たオンライン調査によってデータを収集した。分析の結果、IoTの出現は、モバイルだけでなく
FTTH の選択も高めることが示された。また、高度な端末を利用しまた高速なインターネットへ
の親和性の高い人びとの利用意向の高いことがわかった。 
第 7章「結果に関する議論と含意 Discussion and Implication」では、上記の分析に基づき、
主要な結果と本研究の含意および将来の研究の発展可能性について言及している。特にタ
イ政府に対しては、本分析によって明らかになった今後のインターネット利用動向に鑑み、モ
バイルと固定インターネットの調和的発展が望まれることを提唱している。 
第 8章「結論 Conclusion」では、本研究を総括している。 
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なお、本論文は英語で執筆されている。 
 
３． 口述試験での質疑応答 
本論文審査委員会は、申請者から提出された学位請求論文を査読し、2018 年 3月 5日
に 1時間半余にわたり口述試験を実施した。主たる論点は以下の通りである。 
・OTT や IoT といった新しい技術と、より高度なインターネットアクセスを必要とすることとの
関係を言葉でわかりやすく説明すべきである。 
・説明変数をどのように選択したか、選択理由とその正当性を説明すべきである。 
・Consumer(消費者)と user(利用者)の混用がある。定義し正確に使い分けるべきである。 
・消費者行動に関する理論的背景を、より詳しく説明すべきである。 
・本論文の学術上の位置づけをより詳しく述べるべきである。 
・数式の記述にタイプミスがある。添字の説明が欠落した数式があり、追記すべきである。 
・個人の属性が受入意思の推定には用いられていないがなぜか。 
・OTTモデルに価格が含まれていないがなぜか。 
・データについて、記述統計を示すべきである。 
・政策的含意を述べる中で、政府の果たす役割についてより詳しく述べるとよい。 
そのほか、論文をより完成されたものにするための指摘や、論理の整合性を保つための
修正意見が出された。口述試験では、指摘や質問に関して適切に回答が示されたが、修
正すべき点については、最終提出までに修正することとなった。審査委員会は修正意見に
対する対応表とともに、修正が適切になされていることを確認した。 
 
４． 評価と審査結果 
ブロードバンドはいまやタイの発展や人びとの生活にとって欠くことのできない社会基盤
となっているものの、その普及を優先するあまり、十全な安定性を確保できないモバイルイ
ンターネットの利用が進んだ。本研究は、インターネット利用に関する新たな技術トレンドが
利用者に与えるさまざまな影響を考慮した上で、より安定的な固定系インターネットである
FTTHの利用意向を、データに基づく客観的な分析によって明らかにした。 
技術トレンドに関する一般の理解が限られる状況において、データ収集に配慮したうえで、
限られたデータでも可能な分析手法を採択するなど、実行可能性に配慮した研究を行った。
本論文の特徴は、このような問題に特段の配慮を払った上で、タイのブロードバンド発展政
策の指針を得るために、定量的評価に基づくフレームワークを提案し、実証的にその方向
性を導出したことにある。確立された分析手法に基づくことにより、評価手法の客観性を保
っている。ブロードバンドに対する利用意向に関して緻密なデータ収集を行い、それらに基
づき統計的解析を行なうことにより、提案した分析枠組の実証可能性を確認し情報通信市
場における大きな課題について客観的指針を導いたことは、本論文の独創的な点であり、
困難な研究を成し遂げた貴重な成果が盛られている。 
口述試験の内容を踏まえ、論文に関して慎重かつ総合的に審査を行なった結果、博士
学位請求論文としての水準を十分満たしているものと判断し、これを受理することに全委員
が合意した。  
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